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2009 年  08 月  13 日  

熊野の旅 盆より花火  

 今朝は朝早く・・・午前 6 時だと言うのに足場の金具を車から降ろしたり組み立て

たりの騒音が響いていました。 
 熊野の建設業者が良く働くと言うわけではありません。 
 雨が多く遅れていた『花火の桟敷』を少しでも暑くないうちに組もうと言うことな

のです。 
 涼しいうちに終わることも無いのですが、やはり少しでも涼しい午前中の時間が多

いほうが・・・ 

 
 海岸に向かって生活している家は非常に少ないですし、『花火』のことだと住民も

あまり文句は言いません。 
 何しろ、『花火』なんですから・・・ 

 
 今日からは完全にお盆です。 
 初盆の家などでは 7 日からお盆に入っていますからね。 
 田舎の事業所では必ずお盆は休みます。 
 そして、熊野の事業所では、休みが短かった頃でも、休みが終わるのは『木本の花

火が終わってから』でした。 
 つまり、お盆休みは、13・14・15・16・17 だったのです。 
 お寺参りや盆踊りが段々庶民の生活から縁遠くなっても、花火だけは熊野人の生活

にかかわっています。 
 それだけに、お盆であろうととにかく建築・建設業の人たちは請け負った桟敷は絶

対に作らなくてはならないのです。 

 
 熊野からよそに出ている人たちも、お盆休みを普通の人より 3 日ほど遅くしたがり

ます。 
 8 月 17 日の夜、こちらに居たいからです。 
 私の子供たちも今までこれに合わせて帰ってきていました。 
 今年は長男坊は仕事の関係で花火に合わせられないので二週間ほど早く帰ってき

ました。 
 娘もそれに合わせると言っていたのですが体調不良とかで取りやめになってしま

いました。 
 次男坊は今週帰るといっていたのですが連絡無しです。どうなることやら… 
 このままだと、私一人の花火になりそうです。 
 ここに家を建ててから 38 年かな？ その間に一度もなかったことです。 
 家族が居なくても誰かが転がり込んでくるでしょうけどね。 
 なにしろ、『熊野大花火大会』の超特等席ですからね。 



 

 昔だったら、この場所に家があったら前の堤防に「桟敷」を組んで、近郷や遠来の

親戚縁者をもてなさなくてはならなかったでしょうね。 
 「寿司」に「かき混ぜご飯」、「すいか」に「サイダー」…準備が大変でした。 
 もっとも、堤防の桟敷に行くにも「国道」なんて物がなかったので芋畑をちょいと

横切るだけでしたけどね。 
 今では、私のように海に面して家のある人でも既得権・習慣法で桟敷を組のは一軒

しか無くなりました。その人もきちんと県の土木から許可を貰っています。 

 
 今桟敷を組んだら、資材、組み立て、撤去で小さな物でも 10 万で上がらないでし

ょうね。 
 おまけに桟敷など組めばこれ幸いと親戚縁者、年に一度しか会わない自称友人の接

待が付いてくるでしょうね。 
 近年の花火大会は時間が短いですが、帰りの道の渋滞で帰れないから、道が動くま

で接待していたら、やはり夜食の用意も要るでしょうね。 
 我が家の場合は、ほぼ「花火用」に作ったベランダでの見物ですから、桟敷と違っ

て押しかけてくる人は少ないです。 
 一等見物席でのんびり見られる分、きちんと見ない年も多いですけどね。 

 
 屋根の上に三脚を立てると最高なのですが、やはり年なのでしょうか、はしごから

屋根に乗り移るのが怖くなりました。 
 まして、夜になってから屋根から梯子に乗り移って資材を下ろすなんてもう無理で

す。 

 
Tags:熊野市 熊野大花火 国道４２号線        by je2luz | 2009-08-13 11:46 



2009 年  08 月  14 日  

熊野の旅 町中花火 熊野大花火大会  

 あと 3 日で熊野最大のイベント「熊野大花火大会」です。 
 堤防の桟敷つくりもほぼ終わり、こんどは浜と鬼ヶ城の磯と岩壁の仕掛け花火の設

営になります。 
 町中に入る国道からのわき道などには通行止め用のゲートなども配置されていま

す。 
 国道や町中には誘導用のたて看板も立ちました。 
 そして、熊野市駅には毎年のように花火の飾りつけがされています。 

 

 今年は 17 日が月曜日ですから人出は少ないでしょうね。 
 天気の方はどうやら固まったようなので大丈夫みたいですけどね。 
 これから何年かはこの花火大会はウィークデイになります。 
 金・土・日に当たると人出も多いのですけどね。 
 近年では全国花火大会だらけですから、「熊野の花火ファン」以外は遠来の客は減

っているようです。 
 今年は沖合いに豪華客船が停泊するかどうか…また、ASUKAII 辺りが来るのでし

ょうかね？ 

 
 今頃は各食堂や仕出屋さんは当日の販売予想で頭を悩ましていることでしょうね。 
 天気予報では問題が無さそうなので、順延・延期で材料が無駄になることは無いで

しょうけどね。 
 年に一度の稼ぎ時ですが、『年に一度限り』ですから、それに合わせた施設は持っ

ていませんし、お盆の時期なので人も増やせませんしね。何しろ「年に一回」の雇用

では仕事に慣れてもらうのに何年も掛かりますね。自分の子供でも 10 回も手伝って

もらった頃にはよそに出てゆくということですからね。 

 
 しかし、かくして 100 年も余って、木本はお盆の最後に大きな花火大会で賑わっ

てきたのです。 



 私でも、近在やよその花火より予算が少なくても、『鬼ヶ城大仕掛け』には絶対の

自信がありますし、『伝統』にも自信があります。 
 2000 ほどある花火大会の中でも最古参の一つですからね。 
 まあ、それくらいの誇りがなくてはこんな小さな町で大きな花火大会は維持できま

せん。 

 
 ぜひ一度おいでください。 
 宿泊の予約は、今すぐに『来年の 8 月 17 日の宿泊』と言う事で入れれば間に合う

でしょう。 
 日にちは不変ですから… 
Tags:熊野市 熊野大花火 木本町         by je2luz | 2009-08-14 14:04  

 

 

 

 

2009 年  08 月  15 日  

熊野の旅 こんな風景 大泊海水浴場  

 お盆休みもそろそろ終わって、帰りの道中の人が多いのではないでしょうかね。 
 随分ぐずついた今年に夏休みもお盆の時だけは何とか天候に恵まれたところが多

かったでしょうね。 
 テレビのニュースでのインタビューなどでも、『おじいちゃんやおばあちゃんと遊

びたい…』『川で遊びたい…』なんてのが報じられます。 
 都会の遊園地やプールには無い楽しさを子供たちも見つけているようです。 

 
 子供が遊んでいるのを根気良く見張っているのは大体においておじいちゃん、おば

あちゃんです。 
 我が家の子供が小さかった頃、兄貴や姉の子供も一緒になって１０人を超すような

軍団を海水浴に毎日連れて行ってずっと見守っていたのは、私のお袋、子供たちのお



ばあちゃんでした。 
 その頃はもう少し大泊海水浴場の人出が多かったので監視も大変だったと思いま

す。 
 それでも、子供たちが『海に行こうよー』と言えば「大泊」へ、『川に行こうよー』

と言えば「大又川」へ行っていました。 
 私が今ではその年になったわけですが、とてもそんな真似は出来そうにありません。 
 孫が帰ってきても親も一緒で一週間ほどですから、じいちゃんが預かって遊ばせる

ことも無いのです。 
 昔は子供たちだけで、夏休みの半分くらいをおじいちゃんやおばあちゃんの家に送

り込むことが多かったのです。親の夏休みが短かったこともあるのでしょうね。 

 
 親が付いていればこんな風に遊んでいますからじじばばは家で夕飯のしたくでも

して待っていれば良いのですけどね。 
 私の場合は遊び相手とか監視役とかではなく、随行カメラマン役で借り出されます。 
 そんなことでもなければ海水浴場に足を入れることも無いでしょうね。 
 昔はもう少し目の保養になる光景もあったのですが… 
 里帰りで来るのでなければ、紀州に来るよりバリ島やセブ島に行くほうが安いくら

いの円高ではねえ… 
 バリ島の海岸のように、みやげ物売りなどがうるさく付きまとうことも無い、静か

で良い海水浴場なんですけどね。 

 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ          by je2luz | 2009-08-15 11:42 

 

 

 

 

 

 

2009 年  08 月  16 日  

熊野の旅 今日で今年、最終でしょう 大泊海水浴場  

 天候不順で泣かされた今年の海水浴シーズンも今日で事実上の最終日です。 
 あいにく今日はうす曇・・・過ごしよいですが海水浴に行く気分にはなりにくいで

しょうね。 
 よそから子供づれで里帰りしている人は今しか無いから出かけるでしょうけどね。 

 
 今年の大泊海水浴場は少しだけ泥の流入が心配されたのですが、無事に取り立てて

泥を感じさせることなく綺麗な砂のままでした。 
 ここの砂はものすごく細かくて海水浴につき物の砂山作りには向きません。 
 砂の粒も丸いのでしょうかね…乾けばさらさら崩れるし、水を少しかけると液状化

現象状態になってしまうので細工がしにくいのです。 



 
 干潮時には川の水が勢い良く砂を崩しながら海に流れ込みます。 
 写真は干潮時で川の水も少し多い日なのでこのようながけを崩して流れています。 
 満潮になると塩が入ってきて水が逆流しながら砂を戻します。 
 この行程を無限に繰り返して砂を磨き上げています。 
 少しずつは深みに落ちてゆくのですが、その分くらいは後ろの山からの土砂の流出

で補われてきたようです。 

 
 今年は最上流で国道４２号線登坂車線増設工事をやっていて、谷の脇の立木が伐採

され土が動かされています。 
 一部の土は谷のそばの空き地に積み上げられています。 
 この状態だと、少しの雨でも黒い表層土やその下の赤土が流れ出ます。 
 そうした時は淵の部分にたまって黒くなったり、ぬるぬるしたりするのですが、今

回はなんとも無いようです。 
 私の所有する空き地の部分に関しては絶対に土砂を谷に落とさないように…との

条件をつけて貸したのですが、真面目にやってくれています。 
 昔に比べ土方もおとなしくなりましたからね。 
 今では『土方』ではなく『建設業』だそうですから… 
 『大工』が『建築業』に変わるし… 

 
 かくかように、大泊の海は大昔からずっと綺麗なまま保たれています。 
 もうすぐ、『尾鷲・熊野高規格道路』の工事が始まり、すぐ上流に取り付け道路と

長大トンネルの工事が始まります。 
 こちらの方が少しばかり荒っぽい工事をやるかもしれませんね。 
 このトンネルからは場合によっては湧水があり得ます。 
 出ればすばらしい水のはずなんですけどねえ… 
 渇水期には極端に水量の落ちろ「大泊川」ですから、少しの湧水でも出続けたら、

渇水期の水質は更に良くなるでしょう。 
 水源がすぐ上の佐田坂頂上ですから延長 8Km くらいの川でしょうね。 



 それでも水は切れませんが、真夏の渇水期には海水浴場のところでは生暖かい水に

変わります。 
 最上流の谷ではものすごく冷たいのですけどね。 

 
 来年も再来年も…海水面が１m も上がるとどうなるか分かりませんが、数センチと

かの上昇で収まっている間はここの海水浴場は綺麗なままだと思います。そして、い

きなり海岸侵食でなくなることも無いでしょう。 
 と、云うことで、綺麗で混雑の少ない海水浴場として残ります。 
 浜の茶店はいつまで出店できるか分かりませんが、なくてもさほど不便じゃないで

しょう。 
 気が向いたら、ここまでおいでください。 
 そうそう…道路も８月１７日の「熊野大花火大会」の日以外は空き空きですよ。 
Tags:熊野市 国道４２号線 モノクロ            by je2luz | 2009-08-16 10:1 

 

 

 

 

2009 年  08 月  17 日  

熊野の旅 本日は晴天なり 熊野大花火大会  

 電波法の規定では、試験電波の送信には、「本日は晴天なり」と繰り返し送信する

ことになっています。 
 雨であろうと、嵐であろうと、試験電波の方は「本日は晴天なり」でした。 

 
 それはともかく。熊野大花火大会当日になりましたが、まさに今日は、「本日は晴

天なり」です。 

 
 



 日本海海戦だと、『天気晴朗なれど波高し』なのですが、今日は波も静かで、絶好

の鬼ヶ城大仕掛け日和です。 
 まだ沖合いには観光の船も保安庁の船も来ていないようです。 
 国道４２号線の渋滞も始まっていないようです。 
 月曜日ですから停滞がはじめるのはお昼くらいからでしょうね。 
 松阪あたりの人なら今からでも間に合うかも… 

 
 我が家のベランダから鬼ヶ城を見た景色です。 
 この岩の磯に１尺玉などを置いて自爆させるので、地響きがして家が揺れます。 
 会場での３尺玉自爆はちょうど我が家のまん前です。 
 まさに一等席です。 
Tags:熊野市 熊野大花火 国道４２号線          by je2luz | 2009-08-17 08:48  

 

 

 

 

2009 年  08 月  17 日  

熊野の旅 用意万端相整いました 熊野大花火大会 2  

 昨日の夜から始まっていた浜の出店や国道脇の出店などの準備も整ってきました。 
 有料浜席なるものも、配布する記念品？なども運び込まれ、臨時のトイレも配置を

終わっています。 

 
 天気の心配が無いし、台風も居ないので波が荒れてくる心配も無いし… 



 
 １０時現在国道４２号線の停滞はありません。 
 １２時になると県警の応援部隊が各所に配置されるので… 
 決して停滞が早まると言うわけではありませんが、その頃から停滞が始まるかも知

れません。 

 
Tags:熊野市 熊野大花火              by je2luz | 2009-08-17 10:14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2009 年  08 月  17 日  

熊野の旅 今年は二隻勢ぞろい ASUKA II ＆ FUJI  

 中々二隻は揃わないのですが、今年は海も荒れないし、延期もなかったので１５時

ごろに、『ASUKA II』と『FUJI』の二隻が沖合いに停泊しました 
 『ASUKA II』の方が常連ですし、大きいからでしょうか、鬼ヶ城に近い方に停泊

しています。 
 少しでも近い方が迫力がありますからね。 
 音の響きも距離の二乗に反比例しますから… 

 
 上が『ASUKA II』 したが煙突に特徴のある、『FIJI』 
 国道４２号線は１５時になって停滞始めたようです。例年よりかなり遅いです。 



 
 
 
Tags:熊野市 熊野大花火 国道４２号線        by je2luz | 2009-08-17 15:42  

 

 

 

 

 

2009 年  08 月  17 日  

熊野の旅 熊野大花火大会終了 とりあえず写真だけ・・・  

 
 



 

Tags:熊野大花火 熊野市            by je2luz | 2009-08-17 23:24 

 

 

 

 

 

2009 年  08 月  18 日  

熊野の旅 熊野大花火大会 月曜日だったから・・・  

 天候に恵まれ、波も静か…更に、夜に入ってから風向きもやや北から海に向かって

緩やかに吹き煙を追いやってくれると言う、またとない条件で行われた今年の『熊野

大花火大会』でしたが、予想通り…いや、予想以上に客が少なかったです。 
 尾鷲方面からの渋滞が始まったのが午後３時ごろです。 
 停滞は佐田坂の頂上を越えたようですが、木本町内、我が家の前では夕方になって

もそこそこ流れていました。 
 最終目的地の駐車場が一杯になるまでは、のろのろでも流れますからね。 
 駐車場がパンクしてくると、行き先を失った車が戸惑い、立ち往生するので流れな

くなります。 

 
 『今年は天気が良いから客が多いでえ…』 などと、言う人が居ましたが、長年こ

の国道脇で花火の日の込み具合を見てきた私だと、朝・昼の道の流れを見れば予想が

確信に変わります。 
 さらに、家の前の浜への出入り口、『４番ゲート』の様子で浜の込み具合も手に取

るように分かりますね。 
 雨にたたられた年、何度も延期なった年以外ではこれほど少ないのも近年にはなか

ったですね。 



 来年は「火曜日」ですからやっぱりすき気味の花火でしょうね。 

 

 見物客が多くても以外と金にならないのが「花火大会」なのですが、熊野市では最

大、そして３００年とも言われる『伝統の行事』ですから、やる以上は沢山の人に見

てもらいたいものです。 

 
 週末開催ともなると、帰りの車が停滞し、我が家の前の国道上り線は深夜０時には

全くといってよいほど動かないし、何とか動くのが午前１時、正常化するのが午前２

時などと言うことになるのですが、今年は交通規制解除も１０時３０分ですぐにそこ

そこ流れ始め、０時にはスムーズに動いていました。 
 交通整理が上手だったわけでもなし、新しいバイパスが出来たわけでも無し…単純

に車の数が少なくて自然渋滞が起き難かったのです。 

 
 今年来た人は本当に好条件でした。 
 来年も多分込み具合は今年同様でしょうね。 
 それでも、宿泊施設の少ない熊野ですから、泊まるつもりなら、予約の方は今すぐ

にしないと取れないでしょうね。 
 我が家で民宿でもやれば、これ以上の立地のところは無いのですけどねえ… 
 今年など、子供たちもタイミングが合わなかったので誰も居ないし、二階の５部屋



全部あいていたのですけどね。 
 １０人泊めてお一人様…なんてのも、一晩だけと言うのもかったるいしねえ… 
 庭の駐車場のお客さんだけで上等ですね。 
 去年からは露天商さんのトラックが庭の外に止まるのですが、若い露天商さんの団

体なので小さな子供を沢山つれてきていました。早朝に着いてから店じまいして帰途

に着くまででも１６時間ほど待たなくてはならないのです。昼間は地獄のような暑く

て退屈な時間でしょう。 
 今年は我が家が空っぽだったので、家の中で遊ばせてあげました。商売柄か、人懐

っこい子供たちばかりでしたね。 
 途中からは同じく駐車場常連の車で来た若い娘さんと合流して機嫌よく遊んでい

ました。 

 
 我が家などは花火だからと言って特別暑い目もしません。ただ、夕食が大人数用の

カレーになったりおでんになったりするだけで、「どかーーん」と鳴ってから二階に

上がってのんびりベランダから見物するだけですから苦労は無いですが、商売に来ら

れる人。見物に来られる人…それぞれに大変なのですね。 

 

 ちょっと大きな子は店を手伝っています。 
 こうした露天商抜きでは日本のお祭りは成り立たないようになっていますね。 
 雨が降ったら大赤字と言う仕事… 
 世間ではあまり評価されない仕事ですが、日本の社会の娯楽の一端を担ってくれて

いるわけです。 
 露天の配置などの縄張りをする方面では今でも少しややこしい筋が介入している

お祭りもあるようですけどね。 

 
 夏休み中、こうして家族と仲間が一緒になって西へ東へ走り回るのでしょう。 
 家族旅行の連続ですが、大人は忙しくて構っていられないし・・・ 
 家族旅行につき物の写真すら撮ってもらえないでしょうから、昨日撮った写真は花

火の写真を少し加えて、CD にして持たせてあげました。 
 大きくなった時に少しでも熊野の花火を覚えていてくれれば良いのですが・・・ 
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2009 年  08 月  19 日  

熊野の旅 熊野大花火大会 裏方さん  

 
 何をやるのでも裏方さんと言う物が必要です。 
 「熊野大花火大会」も規模が大きく、観客も多いので準備から当日の交通整理、車

の誘導など一杯の裏方さんが働いています。 
 主役の花火を支える花火師さんなども、テレビなんかでは表に出ますが普通の花火

大会では姿も見えません。 

 



 今年は出番がなかったですが、鬼ヶ城大仕掛けでは上の山に火が入って山火事にな

りかけることがあります。そのために木本町の消防団が山頂で待機していますが、こ

れも見えない裏方です。 
 遠い公式駐車場での整理に当たるのも消防団だったり、市職員だったりします。こ

の人たちは当然花火はまともには見られません。 
 遠来のバスの運転手や臨時列車を捌く JR 関係の人たち… 
 三重県中から集められた交通整理のおまわりさん…配置された場所がよければそ

こそこ花火は見えますが、運が悪いと全く音だけですね。 

 
 お巡りさんの現場への出動はお昼１２時からです。写真の一番手前の人はバス会社

の人です。この人も自社の観光バスの到着を待って誘導するために待機中です。 
 今年は車の少なめで交通整理もあまり出番が無いし、お巡りさんの動員数も少なか

ったようです。 
 バスもスムーズに到着して、開始時間を過ぎても到着しないと言うこともなかった

ようで係りの人がお客さんに謝っている姿も見かけませんでした。 
 昼間から風が少しあったし炎天下の割にはましな方だったかもしれません。 

 

 しかし… 
 商売とはいえ、浜での出店の設営を終わると、こんな状態になるようです。 
 一見涼しそうですが、日が昇る前から設営していた日よけの下なら砂利も冷たいで

すが、出来たばかりの日よけだったら、汗が熱で乾くような砂利だと思うのですがね

え… 
 かくかように、色んなところで汗水を垂らして頑張ってくれるので、夜の少しの時

間が楽しめるのです。 
 おまけに、有料の席に入らない限り『ただ』ですからね。 
 裏方さんには感謝しなくては… 
カラー写真のカメラは ソニーα３５０＋コシナ 19-35ｃズーム 
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2009 年  08 月  20 日  

熊野の旅 熊野大花火大会 舞台裏 鬼ヶ城大仕掛け  

 昔、水の澄み切ったレマン湖で白鳥を見たとき、あの優雅に泳ぐ白鳥の下でせわし

なく足がゴチョゴチョ動いているのを見てふき出しました。 
 普通に見られる白鳥はあんなに優雅だのに… 

 
 花火と言う物は夜の闇の中で行われますから、取り立てて舞台裏を隠すわけではあ

りませんが、あの綺麗な花火の足元にはゴチャゴチャと仕掛けが転がっている物です。 
 大きな花火で一発ずつ筒に落とし込んで点火する物もありますが、今流行の仕掛け

花火の裏打ちと言われる機関銃のように発射する花火は花火の数だけ玉の入った筒

が並べられています。 
 裏打ち用の５寸玉とかの小さな花火の筒は打ち上げの高さも低いので短い物です。 
 ５０発打つには５０本の筒を並べて固定しています。 

 
 『熊野大花火大会』では打ち上げが３箇所で行われます。 
 鬼ヶ城西口・海に浮かべた台船・井戸川河口カルバートです。 
 一番目は昔から使われてきた鬼ヶ城東口です。ここは今は防波堤が出来ているので

その上を使っています。観客席に向かってせり出しているので、海岸線と平行に低い

角度で打ち出せるのでものすごく低い位置、観客の目の前で開かせることが可能です。 
 そして、その脇から始まる鬼ヶ城の岩壁が最大の呼び物『鬼ヶ城大仕掛け』の花形

『尺玉自爆』の舞台になります。 
 ここは前日から立ち入り禁止になり、岩の上に大きな尺玉がごろごろ置かれます。 
 何しろ地上での爆発ですから、間違えば爆弾テロ並みの事故になります。 

 

 真ん中と右側の矢印のあたりに設置されているのが、筒に入らない花火です。 
 右の方に配置される数が減っているようです。 
 この花火が爆発する衝撃と後ろの岩窟で反射された爆発音が観客席の方を襲って

くるのです。 
 広い場所でなら、音も拡散してしまいますがこの舞台装置ならではの『音と地響き』

の花火が出来上がるのです。 



 花火自体は半円にも開けない勿体無いことになるのですけどね。 

 

 地元の人は、この『鬼ヶ城の仕掛け』が楽しみで花火を待つのです。 
 そして、これが『熊野大花火大会』のフィナーレなのです。 
 よそから来た人の中には、帰りの混雑を嫌ってでしょうか、この「鬼ヶ城大仕掛け」

の直前に浜から出て走るように帰りに掛かる人が居ます。 
 何をしにこんな遠い熊野まで来たのやら… 
 たった一つの仕掛けですが、熊野の花火の真髄に触れないで帰るという事になるの

です。 
 そんなに急いで駐車場に帰ったって、これが終わると同時に国道４２号線が閉鎖に

なって全く車は動きません。 
 我が家の庭に置いた車なら、そうなる前に国道に出て木本を抜けられますからまあ

まあの時間で帰れますが、他の駐車場ではこの少しの時間が役立つと思えないのです

けどね。 
 可哀想な性格の人たちとしか言えません。 

  
 『熊野大花火大会』に来られたら、途中で中抜きになるのは構いませんが、『三尺

玉海上自爆』と『鬼ヶ城大仕掛け』だけは見逃さないでください。見るだけではなく、

花火の衝撃音も体験してください。 

 
 『三尺玉海上自爆』は我が家の真正面…つまり、観客席の中央沖合いで爆発させま

す。 
 開く半径が大きいので我が家のベランダでは近すぎて、予想はしていたのですが、

デジタル一眼レフに１９ｍｍレンズではおさまりませんでした。去年は３５mm カメ

ラに装着していたので入ったのですけどね。APS-C の安いデジタルカメラだと 13ｍ
ｍくらいのレンズをつけないといけません。 
 これだけを収めるなら、少し離れた有馬のあたりで良いでしょうね。 
 でも、迫力がなくなるし・・・ 



 
 と言うことで、一等地での花火を今年も見させていただきました。 
 会場から 20ｍの我が家に駐車された鈴鹿・伊勢・和歌山などからのお客さんも大

満足で又来年も来ると言うことでした。 
 駐車場の新規受け入れは出来ないようです。 
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